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　Geoffrey Chaucer who is called “the father of English poetry”, a public ofﬁ cial, frequently uses one 
of medieval musical terminology “songs” in his dream poems in the 14th century.  “Songs” have several 
meanings and Chaucer successfully adopt “songs” to his works although he hardly uses “poems” or “poetry” 
in his works.  Most of “songs” mean “French songs” or “birdsong” in his dream poems.  Why does Chaucer 
frequently describe “songs” in his dream poems?  Partly because French cultures are very popular among 
English aristocracy and ordinary people in London.  How does he skillfully accomplish to accept “songs” in 
his dream poems?  He uses “songs” in every dream poem.  I shall try to answer these questions above, which 
are hardly given answers to us before, mainly focusing on Chaucer“s four dream poems in this paper. 
キーワード：英詩のソング
Keywords: Songs of English Poems
論文
 *　 明治大学情報コミュニケーション学部　兼任講師
１　リー・パターソン (Lee Patterson) によれば、当時ロマンスや年代記はほぼ散文で書かれていたが、宮廷では叙情詩が主流
であり、『公爵夫人の書』においてチョーサーは、マショーやフロワサールによって作られた、叙情詩に物語を閉じこめる「片
思いの物語詩」(dits amoureux) を英詩に取り入れた初めての詩であると述べている。Lee Pattterson, Chaucer and the Subject 
of History (1991), 57-8.; この小論では“dits amoureux”は「片思いの物語詩」とする。“dits”の日本語訳は、ピエール＝イヴ・
バデル ( 原野昇訳 )『フランス中世の文学生活』（白水社、1993）を参照した。またチョーサーの作品の日本語訳は、都留久夫、
池上忠弘他監修『チョーサーの『公爵夫人の書』を読む』、中世文学シンポジウムシリーズ第 5 集、学書房、1984. を参照した。
ジョン・ガワー (John Gower) の『恋する男の告解』(Confessio Amantis) は、伊藤正義訳（篠崎書林、1980）を参照した。
はフランス宮廷で人気の 「片思いの物語詩」(dits 
amoureux) であった１。バリー・ウィンディアッ
ト (1982) は、『 公 爵 夫 人 の 書 』（Th e Book of the 
Duchess) の中で多くのフランス詩を英訳している
　14 世紀のジェフリー・チョーサー (Geoffrey 
Chaucer) の初期作品にあたる英訳『薔薇物語』
(Th e Romaunt of the Rose) か ら『 鳥 の 議 会 』(Th e 
















(Guillaume de Lorris) の古仏語『薔薇物語』(Le 
Roman de la Rose) の引用も見られるが、ギヨーム・
ド・ マ シ ョ ー (Guillaume de Machaut) や ジ ャ







２　Barry Windeatt, Chaucer’s Dream Poetry: Sources and Analogues (D.S. Brewer, 1982), ix-xvii.
３  例えば、古仏語『薔薇物語』では「鳥の囀り」の場面で、“(E) sachiez, quant i’oi lor chant”(678) をチョーサーは“And 
certes, whan I herde her songe”(689) と訳している。（Ronald Sutherland, Th e Romaunt of the Rose and Le Roman de la Rose, 
(Blackwell, 1967), 14. からの引用である）つまりチョーサーはロリスに従ったことになる。古仏語では “chant”は“song, 
singing; playing (of a musical instrument)”(Old French Dictionary, Alan Hindley et al ed. (Cambridge UP, 2000) を参照し
た ); また、英訳『薔薇物語』の中では、“sing in the church”が２回見られる。“sing”には「聖歌を歌う」という意味が
ある可能性がある。しかしチョーサーの夢物語詩では “sing”には「聖歌を歌う」という意味では用いられていない。「ソ
ング」は元来キリスト教の「聖歌」(“plainsong”) から発達したものであるが、チョーサーはこの意味では用いていない。
さらに「シャンソン」も「ソング」を表わしている。「ソング」の最も古い型の１つは 11 世紀の古仏語 La Chanson de Roland
（『ロランの歌』）も英語では Song of Roland と “song”を用いているが、これは“chanson de geste” はここでは「叙事詩」を
意味し、イングランドの Beowulf も入っており、音楽は残っていないがおそらく歌唱されたと言われている（D. J. Grout et 
al, A History of Western Music (2014), 71. を参照した）。世俗の「歌唱するソング」は 13 世紀にコピーが残っているが起源は 12
世紀頃からという学者もいる。A. Butterfield, “Vernacular poetry and music,” Medieval Music (Cambridge UP, 2011), 206-
26. を参照した。Mark Everist ed., Medieval Music (Cambridge UP, 2011), 9-25; Ardis Butterfield, Poetry and Music in Medieval 
France.(Cambridege Up, 2002), 1-3. も参照した ; Oxford English Dictionary(2nd ed., Oxford UP, 1989.) では”1. The act or art 
of singing; the result or effect of this, vocal music; that which is sung (in general or collective sense); occas, poetry.”
とある。ときに「詩」を意味するとある。このように「ソング」は中世では幅広い意味を持っていたことがわかるが、この
小論では異性への愛に纏わるフランスの「ソング」を中心に扱う。
4  マーク・エヴェリスト、E・E・リーチ、A・バターフィールド等は Th e Cambridge Companion to Medieval Music(Combridge, 2011)
の中で中世の聖歌と世俗歌曲の歴史や、母語による「ソング」の歴史、ヨーロッパ各地への伝播について説明している ; A・
バターフィールドは Poetry and Music in Medieval Franch(Cambridge, 2002) の中で写本研究を綿密に行い、中世フランスの詩と
音楽の歴史を世俗の「ソング」とリフレインを中心に扱っている。Th e Familiar Enemy (Oxford UP, 2009) では 14 世紀の百年
戦争が起こってからもイングランドとフランスの人的交流が盛んであり、14 世紀の文学作品、特にチョーサーやイングラ
ンドに駐在していたフランスの宮廷詩人の作品を中心にその影響が現れていることを指摘している。デシャンの存在の重要
性、「ピュイ」が詩と音楽に与えた影響についても述べている。; ジョン・スティーヴンスは Words and Music in the Middle Ages 
(Cambridge University Press, 1986)のイングランドを中心に詩と音楽の歴史を説明しているが、チョーサーの夢物語詩の「ソ
ング」については言及していないようだ ; J・I・ウィムサットは、チョーサーと同時代のフランスやロンドンの詩と音楽の作品、
宮廷詩人との関連性・交流について、ユスターシュ・デシャン (E. Deschamps) の詩論 L’Art de Dictier で主張している「自然
の音楽」を中心に述べている。「ソング」ではなく「ポエトリー」(poetry) が議論の中心となっている。James I. Wimsatt, 




語詩で「鳥の囀り」が多用されている点が述べられていないようだ。Elizabeth Eva Leach, Sung Birds, Cornell UP, 2007.; ナ
イジェル・E・ウィルキンズは Music in the Age of Chaucer の中で、フランス、イタリア、イングランドの音楽の歴史とチョーサー
の全作品の歌唱と楽器描写についての場面説明、巻末にチョーサーが作品中に引用したマショーなどの作品の楽譜を載せて
いる。チョーサー作品の「ソング」を例にあげている。また、『カンタベリ物語』(Th e Canterbury Tales) の騎士の従者 (Squire)
の描写はチョーサー自身の若い頃の話であるはずである、と述べ、プロローグの従者の話で「彼は「ソング」が作れて歌詞
も書ける」(95) と紹介している。“Chaucer and Music”（注釈は付いていない）の中では、チョーサーの全作品の「ソング」
「鳥の囀り」や歌唱、楽器演奏やプロセッションの場面を例にあげつつ、ボエティウスの音楽論に関する記述、音楽と「ソ
ング」が隠喩として使われている点や当時の時代背景との関連性を述べ、音楽が愛の普遍的原語であるとまとめている。し
かし総じて「ソング」の意義やいかにして文学作品に取り入れたかについては明確に言及していない。Nigel Wilkins, Music 
in the Age of Chaucer: Chaucer Studies 1. 2nd ed. (D.S. Brewer, 1995), 111-124. ; ---, “Chaucer and Music,” Words and Music in 


































５　“songs of complaints”はこの小論では「嘆きのソング」とする ; また、「リフレイン」（refrain）については Ardis 
Butterfield, (2002), 87-102; (2009), 246-50. を参照した。また、文中の括弧は原典の語彙である。
６　中世の音楽理論については J.R. Burkholder et al., A History of Western Music (W.W. Norton & Company, 2014), 38-45. な
どを参照した。チョーサーは『名声の館』の中でボエティウス (Anicius Manlius Torquatus Severinus Boethius) の『音楽
教程』(De institutione musica) 第１巻（全 5 巻）の一部について書いている (765-822) ため、音楽理論についてある程度の知識
があることがわかる。また、チョーサーはボエティウスの『哲学の慰め』(De consolatione philosophiae) を英訳しており、この
作品でも「ソング」を用いている。今後の課題としたい。
７　Elizabeth Eva Leach, Sung Birds (Cornel University, 2007), 58-9; James I. Wimsatt, Chaucer and His French Contemporaries: 
Natural Music in the Fourteenth Century (Toronto UP, 1991), 296.
８　本文中のチョーサー作品の引用はすべて Larry Benson ed., Th e Riverside Chaucer, 3rd ed. Houghton Mifflin, 1987. による
ものである ; 引用文中のイタリック斜体、下線は全て筆者によるものである。また文中の括弧の中には原典の語句を載せて
いる。
９　Chaucer, Th e Romaunt of the Rose, lines 71-79. 「カロル・ダンス」とは「輪舞のことで１人または 2 人以上のダンサーによっ
て「歌唱されるソング」を伴うもので、楽器演奏も加わっている。カロルは人気があったにも関わらず 12 編ほどしか残っ
ていない」J. Peter Burkholder et al., A History of Western Music (W.W. Norton & Company, 2014), 82;「メロディ」につい
ては注 12 を見よ
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10　And whan I was inne, iwys, /Myn herte was ful glad of this, /For wel wende I ful sikerly /Have ben in paradys erthly. 
英訳『薔薇物語』、645-8 行 . （斜体筆者） 




考えられていたが、数学、哲学、社会構造、音程、メロディ形式まで包含する柔軟な概念でもあった。J. Peter Burkholder 





































13　Chaucer, Th e Romaunt of the Rose, lines 713-20. ; Lorris, Le Roman de la Rose, lines 701-8.;『薔薇物語』のパラレルテキストは
Ronald Sutherland (Blackwell, 1967), 15 を使用した。古仏語『薔薇物語』の英訳は Frances Horgan trans. Th e Romance of 
the Rose (Oxford, 1994), 12. ; 日本語のタイトルは英訳『薔薇物語』は瀬谷幸男訳『中世英語版 薔薇物語』（南雲堂フェニックス、
2001）、古仏語は篠田勝秀訳『薔薇物語 上下巻』（ちくま文庫、2007）を参照した。
14　“lay”は『リバーサイド・チョーサー』(The Riverside Chaucer. 1987) の Glossary でも“song”と説明されている。
「レー」とはここでは、短い物語詩 (8 音節の２行連句 ) のことで、通常 200~300 行で、ロマンスをテーマにしている。 John 
Stevens, Words and Music in the Middle Ages (Cambridge University Press, 1986), 507 を参照した ; 例えば『公爵夫人の書』よ
りも後で書かれたジョン・ガワー (John Gower) の『恋する男の告解』(Confessio Amantis) の中では「愛のソング」”a 
song of love” (Liber Primus, line 2745) とあるが「歌唱するソング」を想定している。ただ「肉体的愛のソング」(lusty 
song) という句もあるため、ガワーも古仏語『薔薇物語』を参考にした可能性がある。
15 　『善女列伝』のプロローグの中でも鳥の囀りを「愛のレー」(Layes of love)(F text 140) と述べている。
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a lay, a maner song, 
Withoute noote, withoute songǤǤǤǤͳ͸ 詩４
16　Chaucer, Th e Book of the Duchess, lines 463-472.
17　上記の引用文中に黒衣の騎士は 10 音節または 12 音節の「嘆きのソング」を作ったとあるが実際は 7 音節になっている。
この詩は中世フランスの「片思いの物語詩」(dits) ではよく用いられていた 8 音節ではなく、7 音節の詩形になっている。こ
の「ソング」が目立つように工夫した可能性がある。
18 　マショーの『運命の妙薬』(Remede de Fortune) のタイトル訳は、上尾信也『歴史のとしての音』（柏書房、1993）を参照し











シ ョ ー が『 運 命 の 妙 薬 』 の 中 で、「 シ ャ ン ソ
ン、物語詩、バラッド、ロンドー、ヴィルレー」









19　Chaucer, Th e Book of the Duchess, lines 475-86.; Machaut, Le Jugement dou Roy de Behaigne, lines 193-7. 英訳はバリー・ウィン
ディアット (1982)、6. ; R. Barton Palmer et al ed. and trans., Th e Complete Poetry and Music of Guillaume De Machaut: Th e Debate 
Poems. (Western Michigan University, 2016), 54-57. も参照した。  
20　このソングはウィンディアット (1982) や『リバーサイド・チョーサー』(1987) に原典が記されていないため、チョーサー
のオリジナルである可能性がある。
21　Chaucer, Th e Book of the Duchess, lines 1175-1180.
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ǡ
ǤǳȌͳͻ    詩５
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22 『公爵夫人の書』の中ではウィンディアット (1982) を読むとわかるようにマショーの詩の引用が多用されている (Derek 
Pearsall, Th e Life of Geoff rey Chaucer (Blackwell, 1992), 82-93. も参照した ) その理由としては、初期の作品の中で特に『公爵
夫人の書』は、デレク・ピアソル (1992 によるチョーサーの年代表によれば、1360 年代後半に書かれ、その時期はマショー
(1300?-1360) の存命中であった : Pearsall (1992), 306-13. マショーの死後は、チョーサーの作品ではマショーの作品の引用が
目に見えて減少していることからも、『公爵夫人の書』ではこのフランスの大御所的宮廷詩人兼聖職者の作品は無視できな
いほど注目されていた可能性もある ; また、ウィンディアットは line 401 の“chans”は英訳していないが“chant”（song）
を意味する。
23  Chaucer, Th e Book of the Duchess, lines 1155-1163; マ シ ョ ー『 運 命 の 妙 薬 』、401-6 行 ; Guillaume de Machaut: oeuvres, E. 
Hoepffner ed., SATF, volume 2. (Paris, 1908, 1911, 1921.), 15. 英訳は Windeatt (1982),63. によるもの（古仏語原典の日本
語タイトルは原野昇 (1993) を参照した）; ここでチョーサーの全作品集、ラリ ・ーD・ベンソン編『リバーサイド・チョーサー』
(Th e Riverside Chaucer, 3rd ed., 1987) の注にあるがテュバル (Tubal) とユバル (Jubal) を間違えている。また、例えば、ジョン・
ガワーは『恋する男の告解』の中では３つを列記している。”....And also I have ofte assaied/ Rondeal, balade and virelai/ For 
hire on whom myn herte lai/ To make, and also forto peinte/ Caroles with my wordes qeinte,/ To sette my pourpose 
alofte....“ ( ガワー『恋する男の告解』第１巻、2726-31 行 )（斜体筆者）2730 行には「カロル」もあるため、この３つは「歌
唱するソング」として用いられていることが推測できる。また「愛のソング」の意味でも用いている。(For whanne I wolde 
with hire glade, /And of hire love songes make, / Sche saide it was noght for hir sake, / And liste noght my songes 
hiere / Ne witen what the wordes were.’ Confessio Amantis. Liber Primus. 2738-2742)
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スター公爵、ジョン・オヴ・ゴーント (John of 
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ǦǡRemede de FortuneȋǤͳ͵ͶͲȌǡ   
 ǤǤǤǤ
 Ǥʹͷ
   
  ǦǤ  Remedeǡ 
  Ǥͳͷͺ͸ȋ	ǤͳͶȋȌȌǡǦquerole 
  Roman de la rose 
ȋ	ǤͳͶȋȌȌǤǤǤǤʹ͸
25　Ardis Butterfield (Cambridege UP, 2002), 217-8.
26　Butterfield, 265. 引用文中の斜体はバターフィールドによるもの。
27　Butterfield, 25-63. を参照した ; “ballade”については「バラッドは典型的には 3 スタンザで成り立っており、それぞれの
スタンザは同じ音楽で歌われ、同じ詩句で終わるリフレインになっている。」; “rondeau”については「ロンドーは１スタン
ザしかなく、それぞれのスタンザには音楽付きの歌詞がありその部分がリフレンになっている。」; “virelai”についてはチョー
サーは書いていないが「典型的なヴィルレイは 3 スタンザでそれぞれのスタンザの前と後にリフレンがある」: J. Peter 
Burkholder et al (WW Norton & Company, 2014), 125を参照した。この形式は３つまとめて“formes fixes”と呼ばれている。 
















 a roundel Ǥ 

















































な「ダンス・ソング」は 13 世紀から 14 世紀にか
けてフランス宮廷で流行し、イングランドにも伝













30 　「ヴァレンタイン・ソング」については、ウィムサットは、フランス貴族のオトン・ド・グランドソン (Oton de 
Grandson) が初めてヴァレンタインズ・デイのために愛の詩を書き、チョーサーが初めてその詩を鳥と結びつけたという。
バターフィールドによると、チョーサーはバラッド Th e Complaint of Venus の最終行 (82) でグランドソンの名前を出してい
るという。チョーサーがグランドソンを意識して『鳥の議会』を書いたことがわかる。James I. Wimsatt. Chaucer and His 
French Contemporaries:Natural Music in the Fourteenth Century (Toronto UP, 1991), 234-241; Ardis Butterfield. Th e Familiar Enemy 
(Oxford UP, 2009), 246-252. を参照。
31　Butterfield (2002), 264-5. タイトルは“La karole d’amours”とある ; ウィルキンス (2011) は“Chaucer and Music”の
中で「音楽は中世の生活の中のすべての階級や考えうるすべての行事で基本的要素となっている」と述べ、その例として「ピュ
イ」をあげている。またフランスとイングランドの貴族や宮廷詩人同士の交流は密であったことをバターフィールド、ウィ
ムサットも述べている。Butterfield (2009), 234-265; Wimsatt (1991), 174-272. Nigel Wilkins, “Chaucer and Music,” Words 
and Music in Medieval Europe (Ashgate, 2011), XIV.
32　Nigel Wilkins, “Music and Poetry at Court,” Words and Music in Medieval Europe (Ashgate, 2011), XIII.; R. L. 
Greene によれば、様々な中世フランスやイングランドのロマンスや詩の中で「カロル・ダンス」の場面が描かれている例な
どをあげている。R.L. Greene ed. Th e Early English Carols. 2nd ed. (Oxford, 1977), xxi-lxxx. ;「カロル・ダンス」の説明につ
いては注 9 を見よ
33 　Wilkins (2011), ibid. ;『リバーサイド・チョーサー』(1987) のチョーサーの“The Short Poems”（バラッドなど短詩を集
めたもの）には「バラッド」を中心にリフレインのある 3 節の作品が多数収められている。“The Short Poems”の 冒頭部
分の説明の中で「チョーサーの初期の短詩は実際に歌われたと思われ、黒衣の騎士の「節のない、ソングのない種類のソング」
という説明があるものの、通常は歌うことが期待され、「ソング」という語彙はフランス支配の時代にはとても緩い意味を
持っていた」とある。チョーサーは「古いマショーよりデシャンの詩論 L’Art de Dictier に従ったように思える」とある。; ウィ

















“poetrye”(858, 1001, 1478) や “poete” (1483,1499)
を用いている 35。パターソン (1991) は、A・C・
スピィアリングがチョーサーは「英詩の父」(the 
father of English poetry) だと述べているといい
つつ、ポエトリーは「大部分は古典作家やダンテ
の作品に帰しているが、チョーサー以前は、英語







     ǡ
  Ǩ 
  ǡthe hevenyssh melodye  
  Of songes ful of armonye 
  ǡ 
  ǦǤ
  songǡ 
  ǡ 
  ǡ 
  ǤǤǤǤ͵Ͷ 詩９
34　Chaucer, Th e House of Fame, lines 1393-1402.
35　‘poetes’は『公爵夫人の書』の中で「昔の作品の中で学者や詩人が韻を踏んだ作品を書いている」(52-54) と述べており、
詩人は古典作品の作者を表わしていた。
36　Lee Patterson, Chaucer and the Subject of History (Wisconsin UP, 1991), 59.
37　“Oon seyde that Omer made lyes,/Feynynge in hys poetries,/And was to Grekes favorable;/Therfor held he hyt but 
fable.” (Th e House of Fame. lines1476-80)『イリアス』は松平千秋訳（岩波文庫 ,1992）参照。
38　OED では“十 2 obs. Applied to imaginative or creative literature in general; fable, ficition”とあり、すでに廃語だが
１例目にチョーサーの『名声の館』の例があり、一般に文学作品を意味している。しかしその一方で、“3. The art or work 
of the poet”ともあり、こちらは現在の一般的な意味であるが、１例目にチョーサーの『名声の館』の例が載せてある。
OED は古い意味と現代の意味を両方用いていると解釈していた可能性がある。また、OED の“poetry”の冒頭部に“Our 
earliest English examples are from Chaucer....”とある。
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ソング」である（詩 10）。夢の中ではなく、現実



















カチョ (Giovanni Boccaccio) の『フィローストラ
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 songǣ“The foweler we deffye,  
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いる部分が異なるため、F text と G text と２種
類の原典が示されている。F textではこの「バラッ
ド」は「歌唱された」(270) とあるため、「歌唱す
        Balade 






 My lady cometh, that al this may disteyne.   
 






 My lady cometh, that al this may disteyne.   
 





















































   ǡ 
   ǡ 
   ǡcarole-wyse, 
   ǡǤͶͳ 
41  Chaucer, Th e Legend of Good Women (G text), lines 199-202.
42  Wilkins, Nigel, “Chaucer and Music”(2011), XIV.
43  注 21 のジョン・ガワーの例を参照せよ 
44  J. Peter Burkholder et al. (W.W. Norton & Company, 2014), 120.; R. Barton Palmer et al ed. and trans. (Western 



























































45　Ardis Butterfield, “Vernacular Poetry and Music,” Mark Everist ed., The Cambridge Companion to Medieval Music 
(Cambridge UP, 2011), 224. “....perhaps the last great trouvere....”
46　Nigel Wilkins. “Music and Poetry at Court” Words and Music in Medieval Europe (Ashgate, 2011), 185. 
47　「ピュイ」についてバターフィールドは 13 世紀後半 (the late quarter of the thirteenth century) にフランスからロンド
ンの商業団体の中心に輸入され、ロンドンで花咲いたと述べている。Butterfield (2002), 133-150; Butterfield (2009), 234-8.; 
Wimsatt (1991), 274-281 も参照した。 
48　Wimsatt (1991), 279.
49　Ardis Butterfield (2002),139-40; (2009), 236-7.
50　J. Peter Burkholder et al. (2014), 125.
51　Leach (2007), 59.
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 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puysǡ 
 Cour amoureuseǡ 
 puy 
 ͳͶͲͲǤͷʹ
52　Butterfield(2009), 236. 引用文中の斜体は著者によるもの。注 55 も同様である。
53　『リバーサイド・チョーサー』(1987), 631-660.  7 編はチョーサーの作品 :Th e Complaint of Venus, To Rosemounde, Fortune, Truth, 
Gentilesse, Lak of Stedfastnesse, Th e Complaint of Chaucer to His Purse. 以下は 2 編は作者不詳の写本にあるものだがチョーサー作と
言われる。(Against Women Unconstant, A Triple Roundel.)
54　Wimsatt (1991), 296.
55　Leach (2007), 59. 引用文の中では「ソング」とは表現せず、”sung poetry”と述べているが、引用の 1 行目に”Poetry 
set to music - song – is not included in either category”と説明しているため、”sung poetry”を「ソング」とみなした。
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今谷和徳「ブルゴーニュの宮廷シャンソンとその広がり」『西洋中世学会』第 8 号（知泉書館、2016）、89; 「ブルゴーニュ公
国と宮廷—社会文化史をめぐる位相」『西洋中世研究』第 8 号（知泉書館、2016）: 2-117; 藤井美男編『ブルゴーニュ国家の
形成と変容—権力・制度・文化—』、九州大学出版会、2016. を参照した ; ジェリー・ノールズによると 15 世紀にはイングラン
ド貴族の嗜好のほとんどがブルゴーニュ公国に帰しており、ブルゴーニュはフランスとの戦いに巻き込まれる必要が無かっ
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59　OED の“poetry”ではチョーサーは古典以外の意味でも用いられていることが示されている。注 38 を参照。
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